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が流れるような衝撃を受けたことを今でもはっきり
と覚えています。当時の私はうすらぼんやりと研究
者になりたいと考えていたのですが、研究者は何を
目指して何をするのかまでは思い至っていなかった
からです。あれから 45 年、真理を手にしたかと問
われるとお恥ずかしい限りですが、それでも真理に
一歩でも近づきたいと努力してきたことだけは確か
です。私事ではありますが、この言葉にちなんで娘
に「真美」と名付けました（妻の猛反対に逢いまし
たが）。大学の入学式で聞いた言葉が、私の人生の
道筋を照らし続けたことは間違いありません。時は
流れ、不確実性の時代と申しますか、何が起こるか
わからない混沌とした時代になってきました。その
なかで、「真理」という言葉はその重みをさらに増
していると思います。その一方で、「永遠の真理な
んて存在するのか？」という疑問があっても良いと
も思っています。本稿を読んでくださったみな様に
も、「真理ってなんだろう」と考えていただくきっ
かけになれば幸いです。

　いまの立場になって改めて思うのは、言葉の持つ
力の大きさ、重さです。同じことを言っても、伝え
方によって伝わり方が大きく変わります。ましてや
言葉の受け手が人間的に成長盛りの学生さんたちで
あれば、なおさらです。どんな言葉を選び、どう伝
えるのか。公式な場での挨拶に限らず、日常の会話
の中からでも、学生さんの人生を照らすようなメッ
セージを伝えたいと考えています。この学園だより
が発行されるのは卒業式の直前であると思います。
学び舎から旅立つ学生さんへのはなむけになる言葉
を心に届けるにはどうしたらよいか、いまから思い
を巡らせています。着任の挨拶で書かせていただき
ました、「学生さんたちが、様々な経験を積みなが
ら、夢に向かって健やかに、そして魅力的な大人に
育つよう精一杯務めます」という気持ちは今も変わ
っておりません。今後ともご指導、ご鞭撻を賜りま
すよう、よろしくお願い申し上げます。

　平素より保護者のみな様
をはじめ関係各位には、水産
大学校の運営に関しまして
ご理解並びにご支援を賜り、
誠にありがとうございます。

   　令和 6 年 4 月に水産大学校
代表に就任し、もうすぐ 2 年
になります。最初の頃は学生
さんの見分けも全くつきま

せんでしたが、最近では挙動を見ただけでだいたい
何年生かわかるようになりました。やはり 1 年生は
初々しく少しおたおたしたところがあり、4 年生に
なると落ち着いた風格が出てきます。服装・髪型に
しても、入学直後はおとなしめだったのが夏休み前
後には一気に個性に溢れたものになり、3 年生の後
半には個性の主張と大人の価値観の融合が見られて
就活が近いことが覗われるようになります。知識や
技術を身に付けるだけでなく、自分を表現するとい
う点でも成長していく様子を頼もしく見守っていま
す。

　さて、こちらに赴任して以来、様々な場面で挨拶
をさせていただく機会が増えました。毎回、その場
にふさわしいものになるよう、聞いてくださるみな
様のお顔を思い浮かべながら、原稿を考えていま
す。私もこれまで数えきれないくらいの方々のご挨
拶を聞いてきましたが、なかでも印象に残った、忘
れられない言葉があります。それは、大学の入学式
で総長が語った「真理は美しい」という言葉です。
さらにその後に「しかし、真理にたどり着くのは容
易なことではありません。みなさん、日々の研鑽と
弛まぬ努力で真理を手にして下さい。」というふう
に続きました。この言葉を聞いたとき、全身に電流

　私は、2025 年 11 月 1 日（土）に地域農林経済学
会（於島根大学）のシンポジウムに参加し、島根県
奥出雲町における買い物環境の実態や取組について

聴講しました。奥出雲町は、農業地域類型区分のう
ち、中間農業地域と山間農業地域とを合わせた中山
間地域にあり、現在、地域の商店がなくなり住民の
買い物環境が悪化しています。そのため、全住民を
対象にアンケート調査を行い、何をどこで買ってい
るか、買い物で困っていることがないかなどや、今
後住民が求める買い物環境の情報を収集し分析を行

中山間地域における買い物弱者対策
水産流通経営学科　講師　田　村　　　剛

真理は美しい
理事（水産大学校代表）　藤　井　徹　生
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っています。その上で奥出雲町が県事業予算で購入
した移動販売車を無償で NPO 法人に貸し出し、移
動販売方式で食料品を住民に供給しています。この
地域では高齢化が進んでいることから、この移動販
売には高齢者の見回りという機能もあり、福祉の観
点からも重要視されています。
　また中山間地域に立地する道の駅においても、買
い物弱者対策への対応が求められており、それと同
時に地域活性化の役割を担うことも期待されていま
す。しかしながら買い物弱者対策と水産物直売事業
を取り上げる場合、その両立には以下のような課題
があると考えられます。買い物弱者対策のターゲッ
トは道の駅周辺の住民であるため人数も少なく、ま
た商品の発注、在庫管理等による仕事量の増加に伴
う人件費増という課題があります。それに加え、水
産物直売事業では漁獲量が不安定であるため安定的
に収益を上げなければならないという課題もありま
す。果たしてこの 2 つの課題を解決できるのかとい
うことが、私の問題意識です。現在このような問題
意識に基づいて、山口県熊毛郡上関町に立地し、水
産物を扱うとともに買い物弱者対策を掲げている道
の駅上関海峡を取り上げ、水産物直売事業と買い物
弱者対策との両立の可能性や方策について検討して
います。
　道の駅上関海峡においても、食料品などの生活必
需品の供給範囲を広げるために移動販売を検討中で
あることから、奥出雲町の事例のように全住民の意
向を聞き対策をとることによって買い物環境に対す
る満足度を上げようという取組は、買い物弱者対策
を考察する際に大変参考になると考えています。
　買い物弱者対策は、中山間地域を中心にこれから
ますます重要性が高まっています。山口県には道の
駅が 24 か所ありますが、買い物弱者対策はまだま
だ進んでいない状況であることから、現在の研究を
踏まえて様々な提案をしていけたらと考えていま
す。

　令和 7 年 3 月 18 ～ 19 日に開催された第 30 回ロ
ボティクスシンポジアにて京都大学より講演の依頼
を受け、参加してきました。会場は道後温泉という
ことで、しっかりと温泉も堪能してきました。

　令和 7 年 4 月 1 日付で、海洋生産管理学科資源管
理学講座の助教に着任いたしました西翔太郎（にし
しょうたろう）と申します。
　私は本学海洋生産管理学科を卒業後、水産学研究

科に進学いたしました。
水産学研究科修了後は、

「いであ株式会社」とい
う建設環境コンサルタン
ト会社にて 9 年間勤務し
ておりました。
　前職では主に「水中可
視化技術」を用いた水中
構造物や地形、海洋環
境、生物の調査そして観

測機器・手法の技術開発に従事しておりました。
「水中可視化技術」とは、観測機器を用いて水中の
地形や構造物、生物分布・流れなどをモデル化し、
事象を把握しやすくする技術のことです。
　水産学研究科時は漁具学研究室にて、集魚灯の開
発に取り組んでおり、その中で集魚灯に集まるカタ
クチイワシの蝟集機構が、カタクチイワシの比視感
度で評価されるある光の量に対して強く依存するこ
とを明らかにし、カタクチイワシを集めるために必
要な光量の定量的な評価に関する研究を行っており
ました。その研究活動は日本水産学会漁業懇話会奨
励賞という学生賞を受賞しております。また、前職
では水中構造物やその周辺に生息する生物の調査を
行っており、昨年 1 月に放送された公営の自然ドキ
ュメンタリー番組では、広大な海域からタラバガニ
を探索する調査の様子が紹介されました。ご覧いた
だいた方もいらっしゃるかもしれません。さらに、

「小型曳航式海底観測機器」や「水中施設点検用ド
ローン」などの設計・製作を行っており、一部の機
器は国土交通省の技術カタログに記載されていま
す。現在は、海洋調査の実務経験を活かし得られた
漁具に対する生物の行動記録そして漁具周辺の流れ
・水温などのデータをもとに数値シミュレーション
を行い、漁具形状や運用の最適化・省力化に関する
研究テーマに取り組んでいます。
　民間企業での勤務経験が長く、教育者としてはま
だ駆け出しではありますが、日々諸先生方から多く
学びながら、講義・実習・学生指導に励んでおりま
す。人手不足が叫ばれる昨今、即戦力となる人材の
育成が求められており、水産大学校の「実践的な学
びを重視する教育」は、今後ますます重要性を増す
と感じております。そうした中で、民間企業での経
験を活かしながら、水産業界で活躍できる多様性の
ある人材の育成に貢献できるよう、誠心誠意努めて
まいります。今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよ
う、宜しくお願い申し上げます。

着任のご挨拶
海洋生産管理学科　助教　西　　　翔太郎

第 30 回ロボティクスシンポジアでの
依頼講演

海洋機械工学科　助教　藤　原　慎　平
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　本シンポジアは日本ロボット学会、日本機械学会
ロボティクスメカトロニクス部門、計測自動制御学
会システムインテグレーション部門が共同主催して
いる会合で、ロボット関連の研究に携わる研究者同
士が分野の垣根を越えた情報交換・議論をするため
に開催されています。
　2 日目のワークショップのテーマが「食料―環境
問題の解決を目指す農畜水産業におけるロボットセ
ンシング技術」であり、藤原はここで自身が開発し
ている水産用ロボットの紹介をしました。養殖生簀
や定置網を海中に長期間保持する際に発生する付着
物を除去するための水中ロボットや、漁網の一部が
破れた際に応急処置をする水中ロボットなどを開発
しており、それらの実証実験や今後の展望について
発表しました。特に漁網の付着物を除去する水中ロ
ボットに関しては、西日本ニチモウ株式会社と水口
電装株式会社を交えた共同研究を締結しており、開
発が上手くいけば商品化もあり得るとのことで、会
場の反応もなかなか良かったように感じました。
　藤原以外の発表では、同じく水産大学校から派遣
されてきた海洋機械工学科の椎木講師が、蛍光で活
魚の魚病感染を確認する技術や、ヘルムホルツ共鳴
と呼ばれる縦波の共鳴現象を用いた活魚のサイズ測
定技術について発表を行いました。また農業の分野
では、他大学や企業で研究されている農作物収穫ロ
ボット、牧草生産拡大のためのセンシング技術、土
壌の状態を確認するためのセンシング技術、養鶏に
おける孵化予測のセンシング技術、ウシのカウンセ
リング自動化を実現するためのセンシング・AI 活
用などの発表があり、どれも大変興味深い内容でし
た。これらの発表を通じて、分野は異なるものの、
農畜水産業の現場において省力化やデータに基づく
判断の自動化が重要であると改めて実感できまし
た。
　今回のシンポジアへの参加は、自身の研究を客観
的に見直すとともに、今後の技術発展の可能性を広
げる貴重な経験となりました。得られた知見を今後
の研究や教育活動に反映させ、水産業の発展に貢献
できるロボット技術の創出を目指していきたいと思
います。

着任のご挨拶
食品科学科　助教　鄭　　　屹　峰

　今年 4 月 1 日、水
産大学校食品科学科
食品機能学講座に着
任いたしました鄭屹
峰（テイ　キツホウ）
と申します。これま
で、中国および日本
の大学・研究機関に
おいて、食品の機能
性に関する研究と教
育に取り組んでまい
りました。
　私は中国福建省に

ある福州大学にて、修士課程を修了いたしました。
その後、同大学の生物工程研究所に見習い研究員と
して、食品に含まれる生理活性成分の探索や分析に
携わりました。その後、より高度な専門性を身につ
けるため、2016 年に京都大学大学院博士課程に進
学し、クロレラなどの天然素材を対象とした機能性
成分の研究を行いました。特に、質量分析計（LC-
MS/MS）を駆使し、微量ながらも生理機能に大き
な影響を与える成分の同定と、動物モデルを用いた
その作用メカニズムの解明に力を注いでまいりまし
た。
　2021 年からは信州大学バイオメディカル研究所
に助教として勤務し、日本の伝統的な発酵食品であ
る納豆が持つ認知機能改善効果に着目し、その有効
成分と脳内での作用機序について研究を進めてまい
りました。
　日本は海に囲まれ、豊富な水産食品資源に恵まれ
た国です。そのため、水産食品の摂取がもたらす生
理機能や機能性成分の同定、さらにその作用メカニ
ズムの解明は、これらの水産資源を効率的かつ持続
可能に活用する上で極めて重要です。また、これら
の研究成果は、高齢化社会における生活習慣病予防
や認知機能改善のための新たな栄養戦略としても期
待されます。
　近年、中国では「海洋強国」の建設が推進されて
おり、水産・海洋分野への注目がますます高まって
います。私は中国出身という強みを活かし、日本と
中国をはじめとするアジア諸国、さらには可能な限
り世界各国との学術交流を深める活動にも尽力して
いきます。
　今後は、水産大学校における教育・研究活動を通
じて、水産食品の新たな可能性を科学的に明らかに
するとともに、国内外の研究機関との連携を深め、
次世代の国際的に活躍できる研究者の育成にも貢献
してまいりたいと考えております。どうぞご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
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部まで見学させていただき、本実習のなかでも最も
学生が活き活きとしていたように感じました。ま
た、加工施設として林兼産業株式会社の長府飼料工
場、および流通施設として下関漁港市場地方卸売市
場をそれぞれ見学しました。学科の講義「水族栄養
学」を担当する私としては、養魚用飼料の主な原料
は天然資源に依存していることを身近に感じてほし
い思いで、飼料と漁獲物のそれぞれの出発現場を見
学先に選定しました。水産学は裾野の広い分野であ
るため、学生が各業種の現場の枠内に留まらずに水
産全体の構造を俯瞰できるようになれば幸いです。
　今回の実習は多くの学生にとって、水産関連の仕
事先に出向くはじめての機会であったと思います。
就職活動の本格化する来年を迎えるまえに、現場で
の空気感にふれたり、社会人としての振る舞いや自
身の就職先について見直したりすることができたの
ではないかと期待しています。今後も引き続きクラ
スの学生指導に精進してまいります。

着任のご挨拶
天鷹丸二等航海士　長　田　　　猛

　今年度より天鷹丸二等航海士に着任いたしまし
た、長田猛（ながた　たけし）と申します。簡単で
すが自己紹介をさせていただきます。私は令和 4 年
4 月に水産研究・教育機構に就職し、3 年間調査船
陽光丸の航海士として働いた後、本船に配属となり
ました。
　私は岡山出身で、周りに海の無い環境で育ちまし
た。そのため海へのあこがれが強く、高校卒業後は
大好きな海について学ぶために長崎大学水産学部に
進学し、その後東京海洋大学水産専攻科にて三級海
技士免許を取得しました。その時、練習船で全国の
様々な港を回り、調査に参加する中で仕事として船
に乗り海に関わっていこうと思いました。
　昨年までいた陽光丸では、三等航海士として海洋
調査やトロール操業等に関わり、慣れないことが多
く、忙しいながらも充実した生活となりました。仕
事だけでなく休日には旅行に行ったり、趣味の卓球
に打ち込んだりとメリハリのある生活ができること
は、船員の醍醐味に感じてます。下関市栽培漁業センターでの見学の様子

海響館での見学の様子

水産施設調査（講座外実習）
生物生産学科　助教　松　井　英　明

　水産施設調査は生物生産学科 3 年生を対象とした
講座外実習です。本実習では、水産物の生産基盤と
なる増養殖施設、研究施設、加工施設、流通施設な
どをおよそ 1 週間かけて見学調査します。あわせ
て、各見学先で現場の概要、問題点、およびその解
決努力などの説明を受け質疑応答・議論をすること
で、特に増養殖に関する水産業の現状について理解
を深めることを目標としています。例年、3 年生の
クラスを担当している同学科教員が本実習を担当し
ており、今年度は松井がその指導にあたりました。
実習初日は学内で説明会を開き、2 日目～ 6 日目に
かけて松井の選定した施設へ見学にいったあと、7
日目の最終日に議論とまとめをおこないました。
　今年度は増養殖施設として、下関市栽培漁業セン
ター、安藤建設株式会社の野波瀬養殖場、および山
口県栽培漁業公社の外海栽培漁業センターをそれぞ
れ見学しました。各施設では、アカウニとアワビ類
の種苗生産および中間育成、トラフグ養殖、キジハ
タの種苗生産をおこなっている様子を見学しまし
た。生物生産学科では、増養殖技術に興味を示す学
生が多く、数多くの質疑応答が繰り広げられていま
した。本実習を通して、異なる次元の行政、および
民間のそれぞれで抱える課題の差異を再確認しまし
た。研究施設の一環で、しものせき市水族館「海響
館」のバックヤードツアーに参加しました。海響館
では、各所施設をまわりながら、飼育魚類、エサの
管理、餌料生物の培養（ワムシ、アルテミア幼生）、
海藻水槽、検査（レントゲン）についての説明を受
けました。海響館の通常のツアーではみられない深
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　大学 3 年生の夏、第 1 志望である JF 全漁連に自
らアポを取り、職場見学や会社説明をお願いし対応
していただいたことが就職活動への第一歩でした。
自らアポを取り実際に訪問したことで、面接の際に
志望度が高いことをアピールできたと思います。
　一方で、大学生活ではアルバイトに力を入れてい
たため、自己アピールで語れる経験の幅が狭く、内
容を工夫する点に苦労しました。しかし就職活動を
通して、自分の得意・不得意を俯瞰的に捉えられる
ようになり、自己理解が深まったと感じています。
　これまでの人生の中で幼稚園受験から高校受験、
大学受験まで経験してきましたがその中でも就職活
動は人生を左右する最も大きな試験だと思ってお
り、その大きなプレッシャーに耐え抜く経験ができ
たことは非常に重要でした。
　また 2 団体に応募して両方から内定をいただき、
第 2 志望の団体に辞退の連絡を入れる際には、後輩
や大学のイメージを損なわないよう、丁寧に連絡す
ることを意識しました。加えて、辞退先は卒業研究
調査でお世話になる予定であったため、今後に影響
が出ないよう配慮をお願いした行動は就職活動を通
じて学んだ貴重な経験です。皆さんの参考に少しで
もなったら幸いです。

就  職  活  動

　就職活動を進める中で、私は「悩み込まない」こ
とを意識するようになりました。就活は情報も多
く、周りと比較して焦ったり、自分に自信が持てな
くなったりする時期でもあります。しかし、考えす

就職活動を振り返って 
水産流通経営学科 4年　清　水　佳　乃

悩み込まない
海洋生産管理学科 4 年　佐　野　大　樹

　現在乗っている練習船天鷹丸は、CTD といった
調査機器の整備の他、船内のネットワーク関係を担
当しています。本船では、自身の出身大学とは異な
りますが、私と同じように航海士を目指す学生が沢
山乗船します。そのため自分の学生時代と重なる部
分があり、懐かしく感じるとともに学生の皆様と一
緒に乗船できること大変嬉しく思っています。ま
た、水産大学校は、とても真面目で勉強熱心な学生
が多いことに驚かされます。実習や作業の前には積
極的に質問をしたりメモを取りながら話を聞いたり
する様子にいつも感心しています。そのため今まで
の自分の勉強不足を痛感し、学生と同じく勉強の
日々です。早く学生から信頼される航海士になり、
船乗りの楽しさを伝えていければと思っています。
　着任から早 1 年弱が経過しましたが、船長を始め
乗組員の皆様には、水産大学校についてあまり知ら
ない自分にもとても丁寧にご指導くださり、非常に

ありがたく思っています。これからも頑張っていき
ますので乗組員、大学関係者の皆様どうぞよろしく
お願いします。

ぎて立ち止まってしまうと、行動できないまま時間
だけが過ぎてしまうことに気づきました。
　そこで私は、悩む前にまず動くことを大切にしま
した。企業研究やエントリーシート作成など、完璧
を求めすぎず、とにかく一歩踏み出すことで気持ち
が軽くなるのを感じました。行動してみると、新し
い発見があったり、自分の強みに気付けたりと、思
っていたより前向きな変化が生まれました。また、
友人や先輩、キャリア支援の先生に相談すること
で、自分一人では見えなかった視点を得ることもで
きました。一人で抱え込まず、人に頼ることも就職
活動では大切だと実感しています。
　就活は不安も多いですが、悩み込みすぎずに行動
することで、自分らしく前に進めると学びました。
今後も「まずやってみる」という姿勢を大切にしな
がら社会に踏み出していきたいと思います。

就職活動を終えて
海洋機械工学科 4年　吉　富　千　紘

　私は就職活動を経て、国家公務員として働くこと
を決めました。国家公務員試験は民間企業と比べて
採用時期が遅く、周囲が次々と内定を得ていく中
で、不安や焦りを感じる期間が長く続きました。し
かし、最後まで自分が納得できる進路を選びたいと
いう思いを持って取り組み、無事に目標としていた
職に就くことができました。もし思うような結果が
得られなかった場合でも、一留してでも翌年に再挑
戦するという選択肢には十分に価値があると感じて
います。
　就職活動では、資格取得や SPI 対策など早めの
準備も重要ですが、私が最も大切だと感じたのは、
面接での応答力やコミュニケーション能力です。相
手の質問の意図を正確に理解し、自分の考えを落ち
着いて伝える力が、最終的な評価につながると実感
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　日本郵船株式会社より内定をいただいた兼田雄介
です。就活中意識していたことは、「すぐに始める」
ことです。
　学生時代、バックパックでのインド旅行や言語学
習など自分の興味が出た分野を思い立ったら、行動
を起こすようにしていました。就活中は、気になった
企業に連絡を取り、会社訪問やインターンに参加し
友人や先輩から情報を得ることで、他の学生よりも
多く情報を集めることを重点的に行いました。結果
的に、他学生と差別化をすることが出来たと感じて
います。長期的にだらだらと行動するよりも、とに
かく行動をしていくスタイルがとても効果的でし
た。
　また情報収集をしっかりと行ったため、自信を持
ち面接に臨めていました。後輩の皆さんには、「す
ぐに始める」ことを強く意識して、場数を増やして
ください。私は、周りの学生よりも覚悟だけは 1 番
だと自らに言い聞かせて、面接に臨んでいました。
　具体的にとても役立ったことは、市販の本を読む
よりも先輩方の就職活動まとめを読み込んでいまし
た。専攻科の人に聞いてみると持っていると思いま
す。これから就活を行う皆さんが満足のいく就活を
できるよう願っています。私も来年から見習士官い
わゆるアプランティスとして日々精進していきま
す。

　私が就職活動を終えて強く感じたのは、「学生時
代に積み重ねてきたものは必ず自分を助けてくれ
る」ということです。
　私はこれまで、船舶免許一級、潜水士、ダイバー
免許、危険物取扱者、ふぐ調理師免許など、興味を

就職活動【すぐに始める】

専攻科舶用機関課程　兼　田　雄　介

　水産大学校図書館に収蔵する図書資料はどれくら

図 書 館

図書館だより～学生の様子など

生物生産学科　半　田　岳　志

　私が就職活動を始めたのは昨年 3 月からです。早
期選考の内定者がちらほら出ており、重い腰を上げ
ながら企業研究を始めました。まず就活の全体像に
ついて把握し、学校やネットの就活体験記を読み漁
りました。中でも失敗談や苦労した話は特に勉強に
なりました。当時はどんな仕事に就きたいかという
のが漠然としていたため、企業の選択肢が非常に多
かったです。ただそれゆえ苦手意識のあったグルー
プ面接を避けて選考を進めるという手法を取ること
ができました。苦手を克服することも大切ですが、
こうした方法も一つの参考になればと思います。
　また、就活は自己分析が重要だと感じました。過
去の経験から自身の行動力の源や価値観を整理する
と自ずと就活の軸が見え、面接で話す内容を用意し
やすいです。加えて予想外の質問にも対処しやすい
と感じました。限られた時間で自身を最大限 PR す
るためにも、まず己を知る事から始めてみてはいか
がでしょうか。
　最後に、就活の結果は人それぞれだと思います。
納得のいく結果が出た方も、思うようにいかなかっ
た方もここで培った力は必ず今後に生きます。皆様
がいつか人生を振り返った時、幸せを感じられる道
を歩んでいけることを願っています。

就職活動を振り返って
食品科学科 4年　清　水　麻　那

「資格は武器。経験は財産。」
生物生産学科 4年　立　助　広　平

持った資格には積極的に挑戦してきました。資格を
もつことで実際に現場作業を任せてもらう機会もあ
り、学生のうちから貴重な実務経験を積むことがで
きました。こうした経験は大きな自信となり、社会
に出る助けになりました。当初、資格がどれほど役
に立つのか半信半疑でしたが、就職活動では多くの
企業の面接官から高く評価していただき、自分の強
みとして大きな後押しになりました。
　また準備してきたことが多かった分、就職活動へ
の不安も小さかったと感じています。だからこそ後
輩の皆さんには、ぜひ学生のうちに色々なことへ挑
戦してほしいと思います。資格取得はもちろん、ア
ルバイトや実習、課外活動など学校の外で得られる
経験も将来の大きな財産になります。時間のある大
学生活は本当に貴重です。ひとつでも多くの「やっ
てよかった」という経験を積み、自分の可能性を広
げてください。それがきっと、就職活動と社会に出
てからの自信につながります。

いあるかご存じですか？令和 7 年の段階で約 12 万
件もの図書資料を収蔵しています。図書館なので文
学作品を配置するのはもちろんですが、水産大学校
では自然科学や社会科学に関する専門書や研究論文
を多数収蔵しています。現在でもそれら最新の文献

しました。
　私は入学当初、機関士として働くことを目標とし
ていましたが、学びを深める中で自分には適してい
ないと感じ、この道を選ばない決断をしました。こ
の選択に後悔はなく、自身の向き不向きを受け入
れ、自分に合った進路を選ぶことが大切だと感じて
います。
　これから就職活動に臨む皆さんには、焦らずに自
分自身と向き合い、納得のいく進路を選んでほしい
と思います。
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学 生 部 だ よ り

社会人一年目 現状報告
マルハニチロ株式会社　下関工場　乾燥食品課

上　田　雄　大

　私は 2025 年の 3 月に食品科学科を卒業し、マル
ハニチロ株式会社に入社いたしました。マルハニチ
ロは水産商社と食品メーカーを掛け合わせた企業
で、2026 年 3 月にマルハニチロから Umios に社名
を変更するため現在は変革の時代を迎えています。
私が配属された下関工場では、ちくわと味噌汁のフ
リーズドライ製品の 2 種類を主に製造しており、学
生時代の実習と入社前の二度にわたり下関工場の見
学の機会をいただきました。そのおかげもあり、仕

事に対する
抵抗や不安
はなく入社
できたこと
はとても助
かっていま
す。
　 現 在 は、
フリーズド
ライ製品の
乾燥作業や
それに付随
する機械の
メンテナン
ス作業に携
わっていま
す。フリー
ズドライ製
品はトレー

に充填した製品を 1 日かけて凍結し、真空下の昇華
反応によって製品を 1 日かけて乾燥させます。乾燥
を終えると、食卓でよく見るフリーズドライの製品
になります。下関工場ではプライベートブランドの
製品の製造が多く、他社商品の製造を行っている日
が多いです。そのため、日々異なった製品を製造し
ており、マルハニチロの商品展開の規模の大きさに
驚いています。スーパーやコンビニで下関工場の製
品、ひいてはマルハニチロブランドの商品を消費者
の立場で見つけるとやはり大きな喜びを感じます。
また、日々の業務に併せて資格や免許の取得のチャ
ンスもいただいており、自身のスキルアップにも繋
がっている点は会社の方々に感謝しています。
　製造現場では限られた人、モノ、金、時間を使っ
て生産していかなければならないため、その点はシ
ビアになっていると日々感じています。また、現場
の人間にしか分からないところや経験則による感覚
も大切であると先輩社員を見て感じています。社会
人 1 年目として、毎日勉強の精神で業務に励んでい
ます。
　これからも引き続き水大卒業生として下関の地で
食の一端を支えてまいります。最後になりますが、
ご一読いただきましてありがとうございます。名前
だけでも覚えていただければ幸いです。

を 1 年に数百件程度を入れ、「知の集積」に務めて
います。図書館に入ると最初に新着本コーナーを目
にします。図書館職員や各学科の教員が選んだ本、
特に、水産や食に関する法政経済、船舶運用に必須
の工学や運航学、自然環境や水生生物の生態に関す
る新着本を揃えています。水産大学校に入学した学
生達は、これらの本に接することから始まります。
授業が進むにつれ、学生達は図書館 1 階に配置され
た各分野の専門書を読み始めます。専門用語が多い
ので学生達は苦労しますが、専門用語辞典も図書館
に収蔵しているので、それらの意味を調べられま
す。令和 7 年度の約半年間で図書館にて貸し出され
た図書資料は 2000 件に達しています。3 年後期か
らは、図書館 2 階に配置された図書資料を利用する
学生が少しずつ増えてきます。2 階には自然科学な
どの研究論文を配置しています。論文を作成する際
に引用可能なものばかりで、4 年生以上の学生が取
り組む研究（卒業論文・修士論文）の専門分野に関
する内容を含んでいます。さらに図書館には配置さ
れた図書館資料だけでなく、インターネット上で公

開された論文が利用できるよう専門学会や大手出版
社と法人契約しているので、書籍や文献の取り寄せ
が可能です。図書館職員は毎日多くの学生さんに接
することができるので、各学生の様子を感じること
ができます。これからも多くの学生達が図書館を利
用しやすいように、図書の整備や閲覧環境を整えた
いと考えています。

在校生の皆さんへのエール
マルハニチロ株式会社　増養殖事業部　鮮魚販売課

田　次　雄　登

　在校生の皆さん、こんにちは。マルハニチロ㈱の
田次雄登（2017 年に海洋生産管理学科を卒業）で
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就職活動をするにあたって
株式会社松岡 第 5物流センター 業務部

和　田　光　生

　私は現在、株式会社松岡に勤めており、物流倉庫
事業の事務職に配属されて約半年となります。主な
業務内容は、企業様からご依頼を受けた貨物（国内
貨物、外国貨物問わず）の管理です。具体的に、

「出庫」という貨物を倉庫から出す作業を行う際に
必要となる伝票の作成と、「入庫」される貨物に管
理番号を付与することなどが、私の業務内容です。
当然のことながらまだ初歩的な内容ではございます
が、自分自身の中では立派な業務内容の 1 つとして
捉え、責任をもって業務にあたっております。
　就職活動をするにあたって私が大切だと感じたこ
とは、「経験を積む」ということです。学生の皆様
の人生において、大学 3 年生の後半から 4 年生前半
までの約 1 年間が最も面接を経験する最初で最後の
期間であると思われます。その期間の最中や準備期
間でたくさん経験を積んでください。経験と言って
も人それぞれ様々ではございますが、一番重要なこ
とは面接の数をこなすことだと思います。一般的に
面接なんて高校受験の 1 回、あっても数回程度でし
ょう。最初はうまくできなくて当然です。しかした
くさん面接をこなしていくことにより慣れていき、
自分の思い通りの発言ができていきます。また面接
以外の普段の日常生活でも、アルバイトやサークル
活動の中でのコミュニケーションに加え、少し距離
の近い友人とのコミュニケーションなどに着目する
ことも良いかもしれません。その中でいま自分が発
言したことは適切であったか、相手に悪く受けとら
れ方をしていないかなどを考えたら気が滅入ってし
まいそうになりますが、そういったストイックな言
葉選びが就職活動にも今後の人生にも役立ってくる
と考えます。
　大学または社会は小中高生とは違い「主体性」が
求められる場です。自ら様々なことに挑戦をしてい
き、経験を積むことによって、豊かな人生が送れる
のではないでしょうか。私もそういう生き方をして
いきたいです。

す。在学中は端艇部に所属し、主将として仲間たち
と全力で部活動に打ち込みました。
　練習は厳しく、時には部員たちと意見がぶつか
り、喧嘩をすることもあった中で、心が折れそうに
なることも何度もありました。しかし、辛い練習を
乗り越え、仲間たちと一緒に戦った試合後の達成感
は、今でも忘れられません。社会人になって久しぶ
りに当時の仲間たちと再会すると、積もる話が尽き
ず、あっという間に時間が過ぎてしまいます。あの
頃に築いた絆は、今も私の大切な財産です。
　卒業後はマルハニチロ㈱に入社し、増養殖事業部
に配属されました。2019 年からはマルハニチログ
ループの養殖場にてブリ、ヨコワ、サーモン、カン
パチ、マグロ、マダイ稚魚の生産に従事し、新たな
プロジェクトとして新魚種の「スギ」の生産にも着
手しました。魚の生命力の強さや、自然環境の変化
に対応する難しさを肌で感じながら、現地スタッフ
と共に養殖場の運営に携わりました。
　そして、今年度からは増養殖事業部鮮魚販売課に
配属され、カンパチとスギの販売担当として働いて
います。マルハニチロ㈱では、若手社員にも裁量を
持った業務を任せてもらえる環境があります。プレ
ッシャーを感じることも多いですが、その分大きな
やりがいを実感できる毎日です。生産現場を経験し
てきたからこそ、育てた魚の価値を伝え、お客様に
届ける仕事に誇りを持っています。
　学生時代は、比較的自由に好きなことに時間を使
える貴重な期間です。研究、部活動、アルバイト、
趣味　　どんなことでも構いません。興味があるこ
とには積極的に取り組んでみてください。私自身、
部活動に全力で向き合った経験が、チームワークや
リーダーシップを学ぶ場となり、今の仕事にも生き
ています。
　失敗を恐れず、一生懸命楽しみながら、たくさん
の経験を積んでください。その一つひとつが、必ず
皆さんの人生の糧となります。
　「吉見」の地で学んだ知識と経験を胸に、皆さん
がそれぞれのフィールドで大きく羽ばたくことを心
から応援しています。


